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翻撥籠
配
慮
が
必
要
な
高
齢
者
へ

「
配
食
活
動
」
を
2
0
年
近
く

二
＝
‥
‥
港

人
を
包
み
込
む
優
し
さ

は
、
笑
顔
か
ら
広
が
る
。

そ
ん
な
笑
顔
が
ま
ぶ
し
い

新
谷
さ
ん
は
、
い
つ
も
自

転
車
の
前
カ
ゴ
に
弁
当
を

乗
せ
、
軽
快
に
走
る
。
「
お

弁
当
で
す
よ
ー
！
　
お
元

気
で
す
か
！
」
。
昼
の
お
弁

当
と
一
緒
に
届
け
る
の
は
、

心
を
込
め
た
笑
顔
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
。

一
人
暮
ら
し
で
調
理
も

難
し
い
高
齢
者
に
月
2
回
、

弁
当
を
届
け
て
見
守
る
「
配

食
活
動
」
　
を
続
け
2
0
年
近

く
。
そ
の
陰
の
努
力
が
、
昨

年
の
県
社
会
福
祉
大
会
で

表
彰
さ
れ
た
。

居
る
は
ず
の
相
手
が
留

守
だ
っ
た
時
、
病
気
な
の

か
、
そ
れ
と
も
何
か
あ
っ

た
の
か
「
一
番
心
配
」
。
幾

度
も
訪
ね
、
午
後
に
な
っ

て
外
出
先
か
ら
帰
宅
し
た

こ
と
が
判
明
し
、
胸
を
な

で
お
ろ
し
た
こ
と
も
。

新
谷
さ
ん
が
福
田
の
地

に
移
っ
て
き
た
の
は
昭
和

4
8
年
。
ま
ず
、
近
く
の
福

祉
施
設
で
衣
服
を
繕
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん

だ
。
「
自
分
で
役
立
て
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
体
を
動
か

し
た
か
っ
た
」
か
ら
。
今
も
、

前
向
き
な
心
意
気
は
変
わ

ら
な
い
。
「
そ
り
ゃ
、
届
け

た
先
で
見
る
元
気
な
顔
が

励
み
な
ん
で
す
」
。
そ
の
声

が
弾
ん
で
い
た
。
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スズメ3兄弟かな福田で　　⑦

「スズメ団子」ならぬ、スズメ3兄弟かな。
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福
田
地
区
粗
略

連
合
町
内
会

「
新
年
互
礼
会
・
懇
親
会
」

み
ん
な
で
守
り
支
え
合
う
年
に

時
告
鳥
　
（
鶏
）
　
の
初
鳴
き

が
寿
ぐ
新
年
…
…
福
田
地
区

社
協
・
連
合
町
内
会
共
催
に

よ
る
恒
例
の
「
新
年
互
礼
会
・

懇
親
会
」
が
1
月
1
8
日
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
　
「
ラ
ポ
ー
レ
ひ
ろ

し
ま
」
　
で
行
わ
れ
、
社
会
福

祉
に
携
わ
る
各
種
団
体
の
役

員
、
地
区
の
町
内
会
・
自
治

会
長
ら
が
集
っ
た
。

小
倉
昇
社
協
会
長
は
「
健

康
寿
命
を
延
ば
し
、
み
ん
な

で
守
り
支
え
合
う
年
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
広
島
束

警
察
署
・
福
木
交
番
か
ら
特

殊
詐
欺
の
現
状
が
紹
介
さ
れ

た
の
を
は
じ
め
、
各
種
団
体

か
ら
順
次
、
活
動
の
近
況

が
報
告
さ
れ
、
有
意
義
を

懇
親
の
輪
を
広
げ
た
。

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

福
田
公
民
館
ま
つ
り

第
4
3
回
「
福
田
公
民
館

ま
つ
り
」
　
（
昨
年
H
月
2
6

広
島
束
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン

ジ

付

近

の

花

壇

に

8
3
0
株
の
ビ
オ
ラ
が
植

え
ら
れ
た
の
は
、
昨
年
Ⅱ

月
　
（
写
真
上
）
。

福
木
中
学
校
の
生
徒
や

花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン

バ
ー
4
0
人
余
り
が
心
を
込

め
て
植
え
付
け
た
ビ
オ
ラ

は
今
、
大
き
く
花
開
き
、

周
囲
に
輝
き
を
放
っ
て
い

る
　
（
写
真
下
）
。

日
、
2
7
日
）
　
で
は
、
各
種

同
好
会
・
グ
ル
ー
プ
の
発

表
や
福
木
中
学
校
の
生
徒

た
ち
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演

奏
、
束
消
防
団
福
田
分
団

に
よ
る
消
防
車
両
の
展
示

な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

と
ん
ど
焼
き

観
音
町
内
会
の
　
「
と
ん

ど
焼
き
」
　
が
1
月
1
4
日
、

福
田
公
民
館
近
く
の
田
ん

ぼ
で
行
わ
れ
た
。
時
折
、

強
風
が
吹
く
雪
の
な
か
を

4
0
人
ほ
ど
が
参
加
。
勇
壮

な
炎
が
立
ち
昇
っ
た
。

火
が
小
さ
く
な
っ
て
か

ら
、
用
意
し
て
き
た
お
餅

を
焼
き
、
ぜ
ん
ざ
い
淀
岳

鼓
を
打
ち
、
竹
酒
の
熱
欄

で
温
も
り
な
が
ら
楽
し
く

過
ご
し
た
。

皆
さ
ん
で
　
ま
ち
の
行
事
　
助
け
あ
い

地
域
の
団
体
紹
介
　
④

福
木
女
性
会

副
会
長
　
川
崎
　
悦
子

春
風
に
誘
わ
れ
、
つ
い

外
出
し
た
く
な
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ま
方
に
は

常
日
頃
か
ら
福
木
女
性
会

に
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

た
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
広
島
カ
ー
プ
の
優
勝

に
私
た
ち
も
興
奮
し
、
大
変

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

女
性
会
は
そ
ろ
い
の
ピ
ン

ク
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
用
し

て
、
今
年
度
も
多
彩
な
地
域

の
行
事
な
ど
、
お
手
伝
い
が

出
来
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
親
睦
を
図

る
日
帰
り
旅
行
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
自
己
啓
発

の
た
め
の
女
性
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
行
事
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
心
で
会
員
8
2
人
が
相
互

に
親
睦
を
深
め
、
「
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
　
に
協
力
し
て
い

る
。
年
間
、
日
帰
り
旅
行
、

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
　
の
開

催
、
神
社
や
寺
院
の
清
掃

活
動
や
市
・
区
の
行
事
が

あ
る
。
ど
れ
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
は
つ
ら
つ
と

活
動
に
励
ん
で
い
る
。
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福田の未来を託す
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莱羽ちゃんは9月生まれ。「女の子ら2

しく、優しい思いやりのある元気な子に賎

育ってほしい」のが、母親の純嘉さんの

願い。
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おもちをつくってる

○捌mi窃蔵書研観光 
～素敵な旅を応接します～ 

安心と快適を乗せた楽しいパス旅行は � 

「おおすみ観光」へお任せ下さい 

〃1菓SS菓臆音量」。 
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龍醇諜措目4148日・－墓室妙 

鞋苗場科金谷医院
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上
条
町
内
会
　
浜
石
　
菜
羽
ち
ゃ
ん

若
者
か
ら
ひ
と
こ
と

原
山
町
内
会

徳
倉
　
仁
海
　
3
3
歳

私
が
福
田
に
引
っ
越

し
て
き
て
3
年
に
な
り

ま
す
。
引
っ
越
し
て
き

た
頃
は
、
近
所
に
小

児
科
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
な
い
こ
と
が

不
安
で
し
た
。

3
年
が
経
ち
、
や
が

て
福
田
に
住
む
方
々
の

優
し
さ
や
自
然
に
触
れ
、
福

田
の
地
で
子
育
て
が
で
き
、

幸
せ
に
感
じ
ま
す
。

子
ど
も
映
画
会
と

お
ば
な
し
会

昨
年
1
2
月
1
7
日
、
「
子
ど

も
映
画
会
と
お
は
な
し
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
子
ど
も

た
ち
と
大
人
を
合
わ
せ
3
1

人
が
参
加
。
前
半
の
　
「
お

は
な
し
会
」
（
写
真
）
で
は
、

夜
問
パ
ト
ロ
ー
ル

町
内
を
巡
回
す
る

大
平
町
内
会
で
は
、
年
末

年
始
の
火
災
予
防
を
呼
び
掛

け
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
昨

年
1
2
月
2
8
日
と
2
9
日
に
実
施

した。休
み
期
間
中
の
小
学
生
も

参
加
し
、
午
後
8
時
か
ら
約

1
時
間
、
町
内
全
域
を
巡

回
。
拍
子
木
を
打
ち
、
「
火

の
用
心
／
」
と
声
を
合
わ

楽
し
い
絵
本
と
の
出
会
い

に
、
会
場
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ

ヽ
ヽ
　
○

後
半
の
映
画
会
で
子
ど
も

た
ち
は
、
映
し
出
さ
れ
た
映

像
に
す
っ
か
り
入
り
込
ん
で

い
た
。
　
　
（
平
川
通
信
員
）

園
児
の
絵

安
芸
み
の
る
幼
稚
園

枝
正
　
乃
吏
子
ち
ゃ
ん

（5歳）

新
ア
イ
デ
ア
と
意
見
交
換

で
、
広
報
委
員
会
は
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
充
実
さ
せ
ま
す
の

で
楽
し
い
情
報
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
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